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私

の

亡

き

父

と

も
大

変

親

い
。

で

あ

っ

た
。

私

は

そ

の

と

ル

グ

ム

が

あ

っ

た
。

と

く

一

サ
3

会
ω

山

ル

れ

し

く
、

わ

が

家

へ

も

頻

繁

と

こ

ろ

で
、

「

松

本

平

き
、

中

町

二

丁
目

の

自

宅

巳

雇

か

ら
一

階

へ

降

り

一

い

て

に

来

ら

れ

た

ば

か

り

か
、

人

物

誌
」

に

よ

る

と
、

「

昭

か

ら

松

本
一
概

に

近

い

小

柳

る

階

段

の

蹴

に

長

い

す

べ

＝

私

が

若

き

日

に

絵

（

水彩

和

十

六

年

四

月
、

茂

樹

は

町

の

松

本

幼

稚

園

に

三

年

り

台

が

つ

い

て

い

る

こ

と

＝

『

市

民

タ

イ

ム

ス
』

の

．

画
）

を

習

っ

た

思

師

だ

か

松

本

開

智

小

学

校

長

に

転
－

開

通

っ

た

の

で
、

赤

羽
、

．

が

園

児

の

自

慢

だ

っ

た
。

＝

「

松

本

平

人

物

誌
」

に
「

地

ら

で

あ

る
。

そ

し

て
、

一

任
」

と

あ

る
。

一

幼
稚

園

太

田
、

保

科

の

諸

先

生

や

普

通

は

長

く

て

二

年

間

ご

方

史

の

巨

星

一

志

茂

志

先

生

中選穴

は

私

の

恩

師

史

に

し

て

こ

れ

ほ

ど

見

事

担

任

の

杉

浦

昌

美

先

生

ら

の

在

籍

な

の

に
、

私

は

変

＝

樹
」

（

倉

科

平

・

作
、

宮

な

の

で

あ

る
。

も

っ

と

も
、

な

資

料

集

が

あ

ろ

う

か

と

の

懐

か

し

い

お

姿

と

と

も

則

的

に
一

年

早

く

か

ら

三

＝

浦

真

之

助
・

画
〉

と

題

し

そ

れ

は

私

の

に
、－

柔

和

な

・

年

間

も

お

世

話

に

な

り
、

ニ

て

連

載

さ

れ

た

文

章

の

な

幼

稚

園

の

園
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み

を

た

「

赤

組
」

を

二

回

や

っ

て

一

か

に
、

茂

樹

が

池

田

尋

常

長

先

生

と

し

一

志
先
生
と

松
本
幼
稚
園

た

え

た

優

し

「

む

ら

さ

き

組
」

に

進

ん

＝

小

学

校

の
代

用

教

員

に

な

て

の

恩

師

で
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干

い
一

志

園

長

だ

の

だ

が
、

当

時

の

園

長

二

っ

た

と

き
、

彼

に

『

白

樺
』

あ

り
、

中

央

先

生

の

こ

と

先

生

が

の

ち

に

わ

が

国

を

＝

の

存

在

を

教

え

て

多

く

の

の

学

界

に

も

お

名

前

が

知

思

う

『

松

本

市

立

松

本

を

よ

く

憶

え

て

い

る
。

代

表

す

る

郷

主

史

家

に

な

＝

影

響

を

与

え

た

同

僚

に

寺

れ

て

い

た
一

志

先

生

の

こ

幼

稚

園

百

年

誌
』

（

昭

和

当

時

の

松

本

幼

稚

園

っ

た
一

志

茂

樹

で

あ

る

こ

＝

島

理

吉

が

お

り
、

「

理

吉

と

を
、

の

ち

に

西

岸

史

の

～

六

十

二

年

刊
〉

に

よ

る

と
、

は
、

戦

時

下

と

は

い

え
、

と

を

知

る

辛

園

生

は
、

あ

一一

は

の

ち

に

白

山

卓

吉

と

名

林

健

太

郎

氏

（

元

東

大

総

一

志

先

生

は
、

太

平

岸

戦

大

変

楽

し

く
、

二

階

の

畳

る

い

は

少

な

い

か

も

し

れ

＝

の

る

画

家

に

な

っ

た
」

と

畏
）

と

お

話

し

し

た

こ

と

争

期

の

昭

和

十

六

年

か

ら

の・

大

広

間

で

劇

を

や

っ

た

な

い
。

一一

の
一

節

を

見

つ

け

て
、

私

な

ど

も

あ

る

け

れ

ど
、

私

同

二

十

年

ま

で

の

四

年

り
、

裏

庭

で

は

小

運動

会
、

〈

中

嶋

嶺

雄
・

豆
尽

外

一一

は

大

変

感

慨

深

か

っ

た
。

が

直

接

学

問

上

の

御

指

導

問
、

開

智

小

の

校

長

と

兼

そ

れ

に

門

を

入

っ

た

と

こ

語

大

教授
）

＝

な

ぜ

な

ら
、

白

山

先

生

は
、

を

受

け

た

わ

け

で

は

な

務

で

松

本

幼

稚

園

の

園

長

ろ

に

は

立

派

な

ヲ

ヤ

ン

グ

！｜！ 
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